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　　　　　　　　　叙事詩の宗教哲学

一一lok孚adharma－parvan和訳研究（XVIil）L一

茂木秀淳

［229章］（D．237章、8688－87玉2，K．243章）

ヴィヤーサは言った。

　（1）　さて、確固たる者は、知識という船を得た後、寂静に住する2。流れに浮かんでも沈んで
　　　も、知識3のみを拠り所とするべし。（cmopkins［Great　Epicl　p．189）

シュカは言った。

　（2）　それによって活動を特徴とするダルマ、停止（を特徴とするダルマ）という対立を超える4知
　　　識5、あるいは学問とは何か。。

ヴィヤーサは言った。

　（3）　注意を払わず（？v搬bhavam）（物事を）自性によって観察する者は6、無知な者である。し

　　　かし、英知によって解脱をめざす者は、一切に繁栄をもたらす。

　（4）　ある人々は7、ひたすら（ekantab聴vena）、原園は自性であると考える。彼らは、幕の座所

　　　を清めた後に（？）8、何も得ない。

　（5）　そして、この立場に依存して振舞う思慮浅き人々は、自性を原因と認識した後、幸福（ヨreyas）

　　　を得ない。（C£Hopklas〔Grea藍Epicl　p，104，fn，1）

　正本稿は『叙事詩の宗教哲学一Moksadharma－parvan和訳研究（XVII）一』（信州大学教育学部研究紀要第101号

2000年12月）に続くものである。略母などは箭稿に遡じ、本稿で用いるものは以下のとおりである。

　　⑩　Hopki龍s【1901］：EW．｝玉opkhls，｝わ8α一‘εc1’η∫qμ8加漉80’宏躍局ノ’c，　JAOS　voL22，　pp．333－379，玉901．

　　・H・pklns［韮9021：琶．W．　IJopkins，　R8〃zαrた∫o配ごぬε乃ηπ（ゾハ1μη1わεr5，’んεM8”zoゴφ乙r5ゴη8∫ぬ8”：，αpz4∫ぬ8ノ〉鷹紹一

　　　fc41α∫880’ゴ85／bμ抜ゴゴπ痂8ルfα；zδわん召’u’μ，　JAOS　voL23，ぎ）P．109－155，1902．

　　㊥　Haas工1922】：　George　C・0・駁aas，　1～8αピ〃マノπ∫α取ゴ　ノセ’u〃β11セ∫∫α865　fπ　∫ぬε　ノ）ダ’πcψα’　乙ウノωz1∫泌　ロ泌　∫乃8

　　　βぬμ8ロyα4－Gカδ，JAOS，　voL42，　pp．レ43，1922．

　　◎Frauwa韮【11er［1925］：氾・至マrauwalhcr，θη‘8燃。ん’〃z86η尾㈱翻。たf44勧7π砿ρ∠8’zfcん∫一5疏1齢ン’5∫f5cん槻1盗∫8，

　　　JAOS　45，玉925，　pp51－67．（Kidac　Shchri〔㌃e11，　pp．38－54）

　　⑧　Johllsto韮1【1937董：Jol｝：｝s義on，EH．，　EIurly　S証慶；1khya，　London，1937．

　　⑥　Frauwalll｝cr［19531：E．　Fr乏1uwa正hlcr，　Gcschlc11〔c　dcr　ind1schc韮｝Phllosophle，　LBalld，　Saizburg，1953．

　　㊥　互三dgcrξon【1965］：氾dgcrton，1㍉The　l3egillniilgs　ofIndi盆韮≧1）｝1110sQpy，　Liverpool，　Lo轟do韮圭，　Pr¢sco［，1965．

　　⑳Bra．R：Sallskrk　I】】dices　aBd窪℃xωf匙he　Brailmapura胆，　by　Pc塾cr　Schreh｝cr　and　Rclla［e　S6hnel｝，　Wicsbaden，

　　　1987．

　2R匹・thit・毎D．，K．：衰ξm・n・麺

　3R，D．：」甑nam　　K．　vidy疑m

　4R組・t・・飢id・・y・mD．，K．：・繍・・t・d・・y…

　5」吻・mC・．櫛ll・・ぎ伽・盆a・・脚，」讃五y・tピ・e・ctl・y・φ・tty護／

　6R　pa蓉yct　　D．，K．　Pa話ya11

　フ　　む　ye与a甲　　N・yes議ip　iok蕊yaI五n盃1享11

　8正≧Pほ・蜘噸τk蚕・耳1v・i　D・p幅・r脚・i頭甲va　K．da蜘画・τk五y・C・．（・cadi・g曲．五聯㎞、了k護y。）

parav涌callarlhaいdUr噸卿且dikζta甲bξs了k註In暮sal｝a警｝｝ye寧鋤11e／　bus了kaの意味不明。　bζsT（Mo韮｝ier：the　seat　Qf鑑he

religious　s藍udel｝t　or　ofall　asce11c）の意味から類推した。敬盧な、あるいは規範的な行為によって得るものは何も

ない、ということか。
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（6）　迷乱と行為と心によって生じる9自性は破滅のためにある。このことは、この自性と他性

　　の…o両者について（以下のように）説明されている圭夏。

（7）　耕作などの行為、穀物の収穫は、英知ある人々によって考案された（praklpta）。そして、乗

　　物、椅子、家も。

（8）　庭園も家も病気の薬も、英知ある人々が言い出び2、知識ある人々が従ったのである。

（9）　英知は利益をもたらし、英知は幸福に到る。特徴の等しい（？）B王たちは、英知によって王

　　権を享受する。

（重0）　もろもろの生き物の（高低の）一切は知識によってのみ認識される。君、創造されたものの

　　（一切は）学問によって（認識される）。学問こそが最高の境地である。

（11）　あらゆる種々の生き物の誕生は四種である。胎（生）、卵（生）、そして、芽（生）、そして汗

　　（生）とZ4観察されるであろう。

（12）　動くものは動かぬものよりすぐれていると見なすべし。なぜならば、区別すべき二つの対
　　象においで5、動くこと（ce婁のはすぐれている、というのは適切であるから。

σ3）　動くものは二本足と多足の16二種であると言われている。数が多くとも二本足のものは多

　　足のものよりすぐれている。

（14）　二本足のものは、地上に住むものと他のもの（鳥）のi7二種であると言われている。地上に

　　住むものは（他のものより）すぐれている。なぜならば、彼らは食べ物を食べるから。

（15）　地上に住むものは、中間のものと高いものの二種であると言われている。中間のものは（高

　　いものより）すぐれている。種姓のダルマを考慮するから。

（16）　中間のものは、ダルマを知るものと他のものの二種であると言われている。ダルマを知る

　　ものは（他のものより）すぐれている。彼らは、為すべきことと為すべからざることとを考慮

　　するから。

（17）　ダルマを知るものは、ヴェーダを知るものと他のものの二種であると雷われている。ヴェー

　　ダを知るものは、（他のものより）すぐれている。なぜならば、彼らにおいて、ヴェーダは確

　　立されるから。

σ8）　ヴェーダを知るものは、教えるものと他のものの二種であると言われている。教えるもの

　　は（他のものより）すぐれている。なぜならば、彼らはあらゆるダルマを考慮するから。

（19）　あらゆるダルマにかなった行為を結果とするi8ヴェーダは彼らによって認識される。祭儀

　　と共に、綱要と共に、ヴェーダは彼ら教える者たちによって黙せられる（viτ1fhsrt巨h）。

（20）　ヴェーダを教えるものは、アートマンを知るものと他のものの二種であると言われてい

　　る。アートマンを知るものは、（他のものより）すぐれている。なぜならば、再生と不生とを
　　Ganmi麺nfna一）考慮するから。

　gm・h・k瞭・1・ln・…bh・v・恥C・．　m・h・k・・maHl…bhav・麺，　m・h…獅・e・・諏ma・）護P・W・p蕊p・1趣・・e・3…a，　m…一

s盃。直ha芸享汰aradhlla芝註ja1逸yate　iti／

　10R　svabh盃vap且rabhavayob　　D．，K．＝svabh蓑v且paribhavayoね

　U・1曲a撮N．・ir磁・・！1　al・VaCa騨1・tl・・1…Ct・d・廊yam恥・畦・鋤・ld葺・曲／

　12R，K．：prav砥t激Q　I）．pray・kt蝕・

　13t・叢y・1醸S・麟N，田ly・1恥・麟pr轟dhlkyad・i≦・挺lyadhi鼠y・b瞭1ソD・・ssen・i・gl・i・hcr　W・i㏄G・・9・li・

althoughthey　a∫e　possessed　of　at甘玉lx」【es　equal　Io　Ihose　ofpcrsolls　over　who111　Ihey　rulc

　14Pjar置yva】3¢註nl　a山odbhcda監p　sve（ia！p　c蚕py　upaiakミyct　　I）．，K，：」往rayuj盃蓼¢勾odbhiユlasvcd乙噸alp　copak汰⇒yet

　15R　vl≦eSyayoO　！）．，K，：vi≦e畢yay五　D（うussc11：durch　U雌erscheldし111gskullst【Besser；von　dcr　Nlcht－Bcwcgung，

αレゴ。ε論‘αyδ11ach　B6hξlillgks　Kol巾kturj（この読みは、　K7p4，9，M7が保持している。）

　二6R，K＝dvlbahupadani　D．　vai　bahupadalli

　互7itar蕊】）i　　N．　itar匠葺3i　khecara置31／

　18R・arvadha拠欲・iya凶a晦D．，K．＝sadh…繭s面卿h・1盃b
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（21）　二種のダルマを知るすべての者は、あらゆるダルマを知る者である19。彼は、棄却し20、真

　　実の考えをもち、自制し、自在なる者である21。

（22）　ダルマの知識に基盤を置くものを22、神々はバラモンであると知る。彼は音声のブラフマ
　　ンに23通じ、高い（ブラフマンに）おいても確信は完成している。

（23）　祭式に関し、神々に関し、内にあるものと外にあるものを知る人々に私たちは敬礼する24。

　　彼らは神であり、彼らこそ再生族である。

（24）　彼らの中に、この世の一切の生き物と全世界は置かれている。彼らの偉大さに（！緬h離nya－

　　bh五va）匹敵するものは何もない。

（25）　彼らは、最初と25最後を超え、そして完全に行為を超えており、あらゆる四種の生き物を

　　支配する自存者である26。

【230章］（D．238章、8フ13－8733，K：．244章）

ヴィヤーサは言った。

　（1）　以龍からこの振舞いが、バラモンに対して27規定されている。知識をもつ者のみが、もろ

　　　もろの行為を行いつつ、あらゆる点で成就する。（C£MBh．XH．227，10，29）

　（2）　もし、この点に関してそうでなければ（知識がなければ）、行為の決定において28、一体、

　　　この行為の自姓は知識なのか、あるいは行為なのかという疑問が生じるであろう29。

　（3）　この点に関し、今ここで、プルシャについての知識を知ろうと願うのであれば30、私は証

　　　拠と知覚にもとづいて（upap瞳y“palabhdhibhy召〔p）述べるであろう。それを聞くべし。

　（4）　ある人々は、行為における原因は人の力（pauru寧a）である、と書つた。ある人々は、運命

　　　を（原因であると）言い（c£Hopki籍s［Great　Epic】p。104）、他の人々は、自性を（原困であると）

　　　答っ。（C£MBh．xH．22450）

　（5）　人の行為・運命31・自性による結果の生起32というこの三種は、別のものである。しかし
　　　ある人々は、区別しない33。（Cf．MBh．XH224．5134）

　（6）　それはそのようである。それはそのようではない。両者でもある。両者でもない35。（とこ

　　　のように、）行為に住する者は36さまざまに語るであろうが、真理に住する肴は等しく見る。
　　　（C£MBh．XIL2245ゴフ）

　【9R　sa　sarva舞sarvadharI裏ユavid　DりK．：sa　sarv勾5a辱sa　sarvavit

　20P，1）．：sa　ty亘91　　K．　saty置≦懲

　21R　sa　tu　k§江11［a摯sa了6varaり　DりK：saty的6uciratheヨvara｝，

　22P，Kl　dharm勾瓶11apraL三瑛ha置p　D．　brahm勾回護naprati輿ha甲

23甑図abr曲ma1，i　N．6abdabrahmani　vcda醸s鍵e　1

　24R，K：」盗暑1all【孟戯mlξunasyamas　D．3簸磁董wlt互hi　pa6ya茎ld

　25R盗di町1　te　nidhanal∫亘ca三va　D、置dyante　nidhana甲caiva　K．　adya臆a撮dhana置茎象ca三va

　26svaya韮pbhuva尊　Cv．　svaya菱ゆhuvaり，　svaya単svatannl碑碧aram轟tma，　bhUh　slh置aam　e算町l　te　tathokt轟／

　27br護hma琴asya　Ca。　brahmaりasya　br嚢h蹴a導婚薮直n蕊ya　pravτttasya　1

　28P，K．：karmani6caye　玉）．　karmasiddhaye　「行為とは何かを決める時に」ということか。

　29Pcdは、　ki甲11u　karma　svabl｝avo’yalp　j照na嘩karmeti　v蕊puna穏、とkarma　svabh且voを二語にしているが、　Kl．

は侮脚の舷ηπω四日δレ。と合成語にしている。Rでは読むことができず、　K．（とD．？）に従った。

　30至≧tatra　ccha　vivl監s護sy毒　　D．　tatra　vedavidh晦sa　sy勾　　K．鳳ra　vedavlv跳say温lJ1

　31pauru§a甲k鍵ma　daivaIp　ca　N．　pauruSam三ha　janin珈are傾kζ1a蜜p　karII】a　daiv乙囎grah五b　kala　ki　y展vat　svabh蕊va辱

svarUpam瓢tram　1

　32駄K：phalavτuisvaヒ）h巨va紬　D．　k且lav“tisvab甑vaL的　由，K1，2pS至のヴァリアントpha蓋av撰liりsvabhavata辱に

従った。R，D．，K．ともphala一あるいはk置1a一以下を一つのコンバンドとしているが、そうすると「三種」が何か

はっきりしない。DcusscRはk盃lav経臨とするDn4を採っているようである。
　33av五vekarp　　Cn，　avivekaτ罫samuccayam　l　　Cs．　aviveka置p　vivekarahi職雛m〔iqhabha苧kaH峯三Iy　arlhaり／

　34この詩節の検討に基づいて、XII．224．51の読みを以下のように訂正する。

　「しかしある人々は、人の行為・運命・自性による結果の生起、この三種を匿別せずに、これら三種は剛では
ない、（と言った）。」

　35P　evam　eIat　na　capy　cvam　ubhe　c蚕p三na　c護py“bhe　D．，　K：etad　eva置p　ca盲｝aiva甲eobhe　Il五nubhe　la山且

　36ka」rmaslha　　c除．　karlllasIh盃且rhat蕊h／

　37MBh．Xll．22452のab旬は、　evam　etac　ca　naiva甲ca　yad　bh5Iai！1　sOaこ。　lagat／
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　　（7）　トレーダー・ユガにおいて、ドヴァーパラ・ユガにおいて、そしてカジ・ユガにおいて生

　　　まれた人々は、疑いをもつ。クリタユガにおいては人々は、熱力をもち、寂静にして、真理

　　　に即する。

　　（8）　すべての人々は、リグ・ヴェーダ、サーマ・ヴェーダそしてヤジュル・ヴェーダにおいて、

　　　別のものを見ることはない。愛欲と嫌悪を（これらとは）別のものと見て、苦行が尊ばれる。

　　　（C£MBh．XH．224．63）

　　（9）　苦行のダルマを備え、苦行を常とし、すぐれた洞察力をもつものは、それ（苦行）によっ

　　　て、心によって望むあらゆる欲望を得る。

　（隻0）　彼は、そうなった後世界を創造するものに苦行によって達する。そしてそれから、そのよ

　　　　うになった彼は、あらゆる生き物の主となる3＄。（C£M8h．XH224．54）

　（1玲　ヴェーダに通じたる者によって、ヴェーダの文童の中に語られた秘密は39ヴェーダンタ（ウパニ

　　　シャッド）において再び、はっきりと正しく順序に従って4⑪述べられている。（C£MBh．X正1．254．58．

　　　Rop｝dns［Great　Epicl　p．93，　fn．1）

　（12）　クシャトリヤは行為を祭式とし41、ヴァイシャは供物を祭式とし、シュードラは奉仕を祭
　　　式とし、そして再生族は法論を祭式とする峰2ことが伝えられている。（C£M違h．XH．224．61）

　（13）　ヴェーダ学習によってこそ、再生族は、為すべきことの成就者となろう。他のことを為そ

　　　　うと、為すまいと、友好的であれば、バラモンと言われるのである。（αM鋤u2．87cの

　（14）　トレー降下ユガの最初には、あらゆるヴェーダ、祭式、ヴァルナとアーシュラマがあっ

　　　た。しかし、寿命の短縮によって、これらは、ドゥヴァーパラ・ユガにおいて弱まった。

　　　（C£MBh．XIL224．64）

　（15）　ドゥヴァーパラ・ユガにおいてもろもろのヴェーダは衰退した。カリ・ユガにおいても同

　　　様である。カリ・ユガの終りには、（ヴェーダは）見られることもあるが、見られないことも

　　　しばしばである。（C£MBhXIL224．62cd，66ab）

　（16）　そこではアダルマによって圧迫され種姓の義務は消滅する。そして牛、地、水、薬草の精
　　　：カ（rasa）も（消滅する）。（CtMBh．　X1L224，66cd）

　（17）　（そこでは）諸々のヴェーダ、ヴェーダのダルマ、そして生活期、そして自分の義務に住する

　　　動かぬものと動くものたちは、アダルマによって覆われて、変化する。（C£MBh．XII224．68）

　（18）　雨が、あらゆる地上の生き物に降り43あらゆる方向にそれらの手足を創造するのと同様に、

　　　ヴェーダは、ユかごとに（あらゆる方向にその支分を創造する）。（C£MBh，XIL224．69）

　（19）　それに基づいて（すべてが）進行し唱、（すべてに）行き渡ってい都5時の多様姓、無始無終

　　　について、私はかつて語った。（C£醗Bh．XH．224．7D

　（20）　（時という）創造者は、生き物のこの世の門生の場駈であり46、消滅であり、制御者であ

　　　る47。対（dvandva）によって創造された生き物でも、自性によってさまざまに活動する48。

　　　（C£MBh．X鉦．224．72，　HQpkins［Great　Epic】p．104，負1．1）

　となっており、そこでの主題は「世界創造」である。この章の主題は「知識と行為」で両章の主題は必ずしも
同じではない。またHopkl署1sは、二重否定の表現に関連してこの箇所に言及している。（Cmopkl茎｝s【19021　p．l19，

盒L2）

　38PL　tadbhO1a忌ca　tatほめsarvo　bh〔｝1盃11謡り1　bhavati　prabhui3　　D．，1（．：tadbh〔誠a≦ca　lata奪sarvabh甦t置nalハbh三1va虚pr盆bhuな

N．しadb楠Lo　brahmabh巨t癖／　Pの読み（sarvo　bhOLal恥1）で1ま理解できない。　D．，K．およびRXIi．22∬4（s＆rve曄lll

bhO伽卿）を考慮し、韻律上長短いずれも可能な音節なので、　saガvabh漁｝｝卸と読んだ。
39
X油・・a・pN．9・h・…呵甑1・m／C・・9・h・1闘，9・戯ulall・…・・i・5繭d・r≦itam／

　40F，K．：kramayogc韮1a　I），　k証mayogClla

　4正展rambhaya櫛b　Cs．測ambh碕pa§副ai！蓋bh晦／yad　va　p翫蘭1耽are　rakS蚕heIuSu　yud曲銭d醜轟rambhay三騨aiソ

　42japa胸鱒　各種姓の義務について、　MB｝LXiL224．6夏では再生族の義務は苦行侮pas）とされている。この箇

所の異読としてもDs．に［apoy…嫡aがある。
　43P，D．l　v鳳ir　bhaum薮11i　varSa藍　K．　vζ輿y飢ぞpya蹴l　pr蕊vζSi

　44P　yat的sa1｝｝y珈痕yand　ca　D．　s醸e　yac　c蕊1巨ca　pr瑠葡（＝韮≧X王L224．71）　K．　ya襲aりs三upy銭蹴i　ca　pr㊤晦

　45R　visζta【p　D．　ni藷ci轍p　K．　vih｝taI｝玉（＝RXIL224．7D

　46R　dhaeda甲prabhavasthana韮罫bh自曲1巨i∬監　至〉，K．：yac　ccdaξ耳l　prabhava｝，　sIhana叢∫亀bh敬盗磁1p

　47saτpya蓋no　yaHlaり　　N．　sa韮ぎ圭ya鰭職騒prai縦ya騒ya；no　n；yan1a鼠1三ry護Inτ／

48R　svabh盃ve即ravan猟e　D．，K．・sv・bh益v…i・・wし・mte
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（21）　創造、時間、竪忍、ヴェーダ、行為者、為すべきこと、祭式の果報。汝が私に尋ねたこと

　　はこのように、汝に語られた。（C£MBh．X琵22473）

［231章49］（D239章，8734876フ，　K．245章）

ビーシュマは言った。

　（1）　（シュカは）このように言われ、最高の聖仙の教えを称賛した後、この解脱とダルマと利益

　　　に関連したことを尋ね始めた。

シュカは書つた。

　（2）　子孫をもち50、ヴェーダ聖典に通じ、祭式を行い、長老にして、賢明51かつ悪意なき人は、

　　　どのようにして伝承もされず（ヴェーダに）説かれてもいない52ブラフマンを理解するのか。

　〈3）　苦行によって、平行によって、一切の棄却によって、英知によって、サーンキやあるいは

　　　ヨーガにおいて（理解するのか）。このように尋ねられた汝は、私に語るべし。

　（4）　人々によって、心のそしてもろもろの感官の～点への集中が達成される手段を説明すべし。

ヴィヤーサは言った。

（5）　学問と苦行なしに53、感官の制御なしに、一切の棄却なしに54、誰も成就に達しない55。

（6）　大元素はすべて、自存者のかつての創造である。それらは、主に気息をもつ者の集団に、

　　（そして）身体をもつ者に入り込んだ。

（7）　体は地から、骨髄は56水から、両ヨは火からなり、呼気吸気の拠り飯は風であり、身体を

　　もつ者の穴には虚空がある、と伝えられている。（C£HOpkinslGreat　Eplcl　p．177）

（8）　歩みにおいてはヴィシュヌが、力においてはインドラが、腹ではアグニが食べたものを得

　　る。両耳のもろもろの方位は聞くことにおいて（食べたものを得）、舌では書聖の神サラスヴァ
　　ティー一が（食：べたものを得る）。（C£HOpkir｝s［Grcal　I3pic】pp。111－112，133）

（g）　両耳、皮膚、舌、両州、そして五番目の郵は、感富と言われ、見る手段であり57、摂取の
　　成就のための58門である。（C£M3h．xH．1235）

（10）　音声、接触、色、味、そして五番閉として香が（感官の対象である）。感欝は、これらの対

　　象を、別々に、心に対して（manaso）示す5臼。

（11）　あたかも御者が従順な馬にくびきをかけるように、心（manas）は感官をつなぎとめる。そ
　　してさらに心臓に住む生き物の塞体が60常に心をつなぎとめる。（CLK：a！ha　U．3．3－5，9vet，　U．

　　3．13，｝Iaas【1922肇P．23，　No．359，　B6tlingk，　Indischo　Spl髄che，　No．1118）

（12）　心は、（手綱を）引きそして緩めることによって（niyamc　ca　visargc　ca）、これらすべての感

　　官を支配する。そして生き物の本体は61心を（支配する）。

　49Frauwalhlerは、231－233章を、224－226章とともに葬サーンキや説に雷及する牽として取り上げている。

（C£Rauwal夏塁1erl重925D

　50P，K．：pr擁庭v近甚｝　　D．　pr勾iI護va11

　5亙Rvτddhaなpr癩蓋。　D．，1く，：k算apr三噸50

　52a韮｝aga韮a！n　a断口itihy往！p　　Ca，　a賎薮gatalp，　pratyak§…1d｝pra1n二藍ききnavadh塔am！an｛litihyaIp，重lih衰s罷d盃v　a6ru乱anl！　　（Cf．

Ropki峯｝slGrcat　Ep三。］ppユ45－146）

　53n巨nyan・a　v玉dyatapasor　Cs．　tapab　s置t£v孟ko　nivζUkihar韮韮茎a垣／

　54PらD．：sarvasaIpty衰g盃t　K．　lobhasarptyag五t

　5523王臣w5－6，11一圭2，15－34はEdgcrto】1の英訳がある。（邸gcnolll1965】pp．267－269）

　56R　s蚕ro　D．　s葦｝cho　K．　sro【0

　57P；dar盃an互藺1driyok［盃nl　D．　dar≦anTyclidriyokt査111　K．　da蕗雌R殆driyokI護1ユi

　58巨h蓑raslddh且ye　N．護hara毎忌abd轟digrとLh乙由　　1）cussei1：zu田Zwccke　dcr　Er11こihrullg　d三el｝clld

　sgRhl（呈riya加p奨h田｛tv　ar【hま11　m且罫1aso　d三瑳話ayξmty　uta　　D，　inddy衰rlhan　PξてhIlg　vidy蕊d　indriyebhyas　tu　niしyad薮　　K．

indriy哀1，i　p曇hzd｛sv王ぼ由議n　ma：1as轟d麗鍾aya1貰y　u乱ε1

　60bh6t盃t1順　N．　bh顧tma　bし…d曲yupadilij了va｝｝　DeusseB，泳lgcrtoBとも「元素我」と解している。（Deussen：

E裏cmentar　Atmall　　Edgc践o11【1965オP．267：1hc　clcmenIal　sciO

　6童bh〔it五鼓na　　Ca．　bh〔ita【…n盗aha町Lk盃rab　　Cn．　bし匡ddhyupゑdlrj了vaヒ｝／
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（13）　感官、感官の対象、自性、意識（ce1an査）、心（manas）、呼気と吸気、そして個我G魯a）は62、

　　常に、生きている者の（dehi幅m）身体の中に存在する。

（14）　サットヴァには拠り飯はない63。属性である音声は（？）意識ではない騒。なぜならばサッ

　　トヴァは（意識の）火を創造するが65、決してもろもろの属性を創造することはないから。

　　（C£MBh．X夏1．187，43，240。20）

（15）　このように体部七番目（アートマン）は66、身体の中で16の要素（g叩a）によって覆われてい

　　る。英知あるバラモンは、心によって自己において自己（アートマン）をみる。（C£Haas［汐221

　　p．31，No541）

（16＞　これ（アートマン）は、劉によっても、あらゆる感窟によっても見ることはできない。心が

　　照明されると67、大きなアートマンは輝き出る。

（17）　その、音声なく触感なく的なく、味なく香なく、不変にして、身体なく、感官なきものを、

　　自分の身体の中に見るべし。（C£K：al肱U．3．15灘aas11922］p．23，No．364）

（18）　目に見える死すべき体の中に68、不死にして69個に見えぬ）未顕現のものが70住む。（これ

　　を）見るものは、死後、ブラフマンと岡一になるであろう7k。

σ9）　学問と家系を備えたバラモン、牛、象、犬、犬を料理する者において、賢者は同一のもの
　　を見る72。（C£MBh，VL27．18（BhG．548），　mas［19221　p．41，No，744）

（20）　動くもの動かぬものすべての生き物において、彼の唯一なる大きなアートマンは住む。こ

　　の大きなアートマンによって、この世の一切は遍充されている（tatam）。（C£MBh．VI．3022，

　　3L4，40．46（BhG．8．22，94，1846），　Haasμ922］p．40，　No．756）

（21）　個我（bh嚥tman）は、あらゆる生き物の中に自分を見、自分の中にあらゆる生き物を見る
　　とき、ブラフマンに至る。（C£1≦aU．1．6，　Manu　l29三，　Haas11922］p24，　No。402，　i｛opk玉ns［Great

　　Epicl　p．40）

　62jτva6　Johns監onは、この箇所を、「∫Vaは身体内に常に他の要素と共に存在すること」の事例として言及し

ている（c仁Johnsto11［1937］p．45）。｝王opki：｝sは身体を構成する互6の要素との関連において（c£｝10pkills［GreaI　Epicl

p．168）、また気息説との関連において（c£Hopkhls【Grea毛Epic］p．171）雷及している。

　63互≦rayas　n直stl　saにvasya　Ca．奮raya摯up麗anak巨ral口達1sattvasya盃tma擁al，〃　Cn．　sattvasya　buddher五≦rayaり

prag縫kto　deh碑／　Cv．　sattvasya　p晦｝sam曲asya／　パラレルであるMBh．XIL　187．43は「sattvaよりも上位の存在

はない」ことを意図している。ここは文脈が、従って意味も、明らかでない。
　64玖g縫1きa≦abdo　na　ceIana　D．　guI箪b　6abdo簸a　ceta11銭　王く．　gul｝熱sattvasya　ce【a：1瓢　Ca．　g田3atve　k翫yatv盃dilla

≦abdyata　l亀l　gul頬abdo　buddhyadlrvi＄ay珈tal〕1　MBh．XH．187．43は、　a句は臨ayo　n置s1i　sa1tvasyaと完全に一致し

ているが、b句は、　kseぼ寧asya　ca　kaきcanaと全く異なっている。

　65sattva帥l　t句・垣s弓ati　C・．　satt・・m　atm巨tφ・buddhゆ蜘i／C・・t噂・取・亘・an五sattvaμ1蜘1，　na　t・g・卿／

Cs．　tq曄dar≦allasparヨalladls5marthyam／　Ca．は主語をsattva、　Cn．は主語をtejasととっている。パラレルの

MBh．X1王．187．43c（s磁valぎ1　mallaりsaπpsdati）では主語はsa【【vaである。第13詩飾は16の要素をあげて第15幽静

につながるが、第玉4詩飾は前後の文脈との接点がない。（C£Hopkills［Great　Epicl　p．160，f1L2）

　66saptadaきa童71　　Ca．　saptada≦am盈m置盤al茎1孚。φa歪abb皇ζv孟k夜ra；r　bhUtak　ek…ida忌endr三ya疑｝／　C】玉．　saptada忌ar∫1　c三d

言漁ほna韮P　S・畔a≦ab励P麟celriy麺蝉ce…｝driyaロh知svabh設v嚢daya忌ca興talb／　Cs．§・螂abh晦¢kada言elldr重一

yapa姦cama撚bb漁lb／　どれを16の要素とするかは、注釈によって異なっている。　Cn．は第13詩飾に列挙
された要素を16の要素と見なしている。しかし身体内に存在する要秦としてindriy勲ha（f感官の対象」）が挙

げられるのはおかしい上、第13詩飾のsvabh亘vaから」τvaまでの六種は唐突である。第13詩節にまとめて列挙

しなくとも、第6詩節から第玉0詩節に挙げられている項賃を合計すると、五元素、五種の神格、五種の感官、
ma舞asの玉6になる。第十七番目をbh醸繊an，その同義語として巨漁a重⊇（M15＞、薙紬勧垣！man（M！6）を考えれば、こ

れで数値的には問題はなく、第13詩節の項鼠は必要でなくなる。第14詩節が文脈からはずれていることを考慮
すると、第13、14詩節はオリジナルな詩節として考えられないのではないか。（C£Frauwallner〔王925］p．5611－26）
　67P　sampradτptαヨa　D．臓pradTp［ena　K．　d了pabhUtel≧a

　68R　vyaktadehe§u　In且r｛yeSv　D．　sarvadeheSu　martycSu　K．　sarvadche§u　martye§v

69P　amara顧‘融・D．ρ訂田n盃ゴ細・K．　a暇1a1・盗h｝εa磁

　70avy欲ta琳　Frauwa11；｝erは、　K．の読みに依りながら、avyaklaを前出のbh轟t亘tmanと岡一視している。

（C£Frauwallner［1925］p．56．1－4）　しかしここでは、　avyaktaは実体というよりも、　Edgertoaの理解のように、

これまで出て来たbhOt五tma11あるいは飴na11の形容詞であろう。
　71kalpate　brahmabhOyaseという定型的表現は、　MBh，XII．15425，208．19，234．8，243！7に見られる。

　72samadarぎin温蔭　　Cv．　sarnafrl　n譲aya：ヌa；茎｝pa6yatτtis撮！1adar≦1星1a尊／　　N．　samafp　brahI織a孟v盈paまya爪塞εじsamadar≦｛na辱／
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　（22）　知識のアートマンが自己の中にいる限り、自己は最高我の中にいる73。常にこのように知

　　　　る者は、不死となろう。

　（23）　あらゆる生き物の本性となり74、あらゆる生き物に対して慈悲ある75足跡なきものの76道

　　　に、足跡を求める者は、神々でさえも、迷うであろう77。

　（24）　空中に鳥の道は見ることはできず、水中に魚の78道は見ることはできないのと同じよう
　　　に、たいへん大きなアートマンは79、見ることはできない。（CLMBh．XH．154．28，　XII．174、19；

　　　Dha田mapada　92）

　（25）　時は80、あらゆる生き物を、自分で自分の中で食：べる。しかし、そこにおいて時が食：べられる

　　　　ものを、この世では誰も知らない。（C£Mait．　U．6．15，｝laas〔1922］p．36，　No．653，　Hopkins［Great

　　　Epicl，　P．166．fn3）

　（26）　それを、だれも、上方にも、斜めにも、下にも、また遠くにも81、中間にも、どこにも捉

　　　えることはできない。

　（27）　これらすべての世界は、（その）内部にある82のであって、これらのうち（その）外部に存在

　　　するものは何もない。あたかも弦を離れた弓のように、千里（？）到達することができるもの
　　　でも83、

　（28）　心の速さがあったとしても、根源の（kき脚asya）端に行きつくことはないであろう。その
　　　微細なものより微細なものはなく、それより大きなものもない。（C蕗vet．　U．3．13）

　（29）　（それは）あらゆる方向に手足の先をもち84、あらゆる方向に目と頭と口をもち、あらゆる

　　　方向への耳をもち、世界の中で、一切を覆って存在している。（C£MBh．VL35．13（BhG．13．13），

　　　XIL29　L　16，　Svct　U　3．16，　Haas［1922］p．42，　No．805）

　（30）　それは実に極微より微細であり、大きなものより大きく、そしてあらゆる生き物の中に
　　　動くことなく存在しているが、目には見えない＠歪yate）。（C鴬ve芝，U．3，20，　Kalha　U．2，20，

　　　｝laas£19223　P．31，No544）

　73R，D．：ya畷n　atmani　ved嚢監m盃t盃van　aIma　par灘韮茎撚ni　Kl．　yavan謎t：n鋤i　IIle　hy　a勝目護£盃va峯｝盈m蚕par五t親ani　Cv．

ved盈m五vcdapun」関h／亘tm五j1V盈韮n窪／par狂m盃1登1a爵痕viveka辱syad　it圭yogyapadadhy義harab／y五vad　y註vad　ve（飯blly盃so

bhavati　t五vat　tavad五un＆vivekabロddhirbhava員t三b轟巨vaね／　　N．　vedasya互tnla糞abda碁sa…1tα1ani　svasva∫登pe　y五va織（圭e≦aしa摯

k瓢la〔a≦ca彊vatPranlaPo’sti　t置va磁悲田τv鱒s肛vo’pi幅co　v醜ya匪｛mety　arth癖1注釈書はved五tm互を合成語と見

なし、vedaをヴェーダ聖典と解釈している。　Dcusse11，　Edger10Bも岡様に解しているが、ここでは「ヴェーダ」は

悶題になっていない。Ropkillsは、　bhU瓢IIlanがMBh．XiL196．7で櫛na鋤av責11と表現されていることと関係さ

せ、vedaを3舳1aと解し、この箇所を次のように訳している。
　　　‘‘The　soul　is　as　much　l韮経he　AlレsouLas！hcre　ls　knowlcdge－soui　i職紅selr’（Hopkll｝s【Grea〔Epicl　p．40，f葦L2）

　veda吋陥11aが成立すれば、このように理解することができるので、ここでは｝王opk｝nsに従う。しかし、ved琶tma11

のvedaを定動詞として捉え（c句ではvedaは定動詞として用いられている）、　par亘tmanを「他者のアートマン」
と鱗し、「アートマンは、自分の中で知る（働きをする）限り、他の者の中で知る（働きをする）」というように理解

することも可能であろう。K，の鼠句でvcd蕊｛m温の代わりにme　hy亘tm亘と一入称に読んでいることも、　par匿tma韮｝

は「他者」すなわち「一人称ではないもののアートマン」という理解を支持していよう。しかしそもそも「他者

のアートマン」という発想があったことが確認されないので、ここでは可能性の指摘のみに留める。
　74sarvab磁煎mabhOta　この語の用例については、∫ohnstonl圭937］pp．48－49参照。

　75R，K．：sarvabh敬ahitasya　D．　vibhor　bhOtahitasya

　76apad＆sya　　Cs．　apadasya　padany益sarahi1asya，　Padany盃salak＄匙翠Hrahke　brahmal｝i　va戯am註震ユasya，　margagamye　para－

n1…｛登na11｝pada圭麟りa毎padanyasa冨∫1　kar1um　icchan1a駐1　　Cv．　apadasya，　padya［e　j託盗ya藍e　a籍。韮書。ξ3　pada町1　pr款尽adchab

tadrahitasya　1

　77muhy猟iapadasya　sa妬hiが無視されている。音節数の調整のためか。（C£MBh．XIL254．32，261．21，Xm．　l　l4．6；

Brahmas巨9a　Sankara　Bh五sy“4．2．玉4）

　78PL鍾akun了n≡…ξn　iv灘（嚢鍾eja艮e　var三carasy三1　v謎　　玉）．，K、：‘1曲ntan亘ln　iv昼k豆ぎ。　IIlatsy……蓬｝諏n　iva　codake

79勲tathaiva　s・m・由aI・nan癖D．，K：t・山瀬蕊細d御9・的

　80k騒laり　　Cn．　k匪la　uktarUpojτva｝｝，　paca縫jaぎaya〔i／

　8正Rll衰dho　na　ca　tiraりpullaり　D．匪｝蚕dho韮｝aca　pul燐pun鋤　K．　nadha忌carati　y鋤pun癖　K．の読みでは、概略

「どこにも動かぬものを誰もどこにも捉えられない」となる。
　82R　anこabsth盃　D．，K．：antasth巨

831λ，K：y・通sahasra薯｝｝sam置gacched　D．　yady勾asralll　sam護9・cched

　84R　sarv撮a1，pa韮3ip五d衷韮｝IaIp　D，，K，：s註rvata辱p碑｛p五daIp　ta匙　Cs．　sarva［a　iti　s巨rvav｛bhak［ikas　Ias海sarve§a置p　p蕊コ，ay敏

P護d且≦ca　yasya／



40 信州大学教育学部紀要Nα王朝

（31）　アートマンには不滅と滅というこの二種の状態がある。滅する（状態は）あらゆる生き物に

　　おいて（滅し）、一方、不滅（な状態）は神聖にして不二である85。

（32）　海鳥（竃アートマン）は、九つの門をもつ都賊（＝身体）に至って、とどまり86支配する。それは、

　　動かぬもの、動くもののすべての生き物を支配する。（C鶯veLU．3．18，　M8h．VL27．13（BhG5．13），

　　Kalha　U．2．20，　Haas［圭922妻p31，醤05尋3，　Hopkins〔Great三3picl　pp．30，166，　fiL3）

（33）　消滅するか崩壊するかする新たな身体：の拠り所として87、不生㈹a）（なるアートマン）が白

　　鳥である、と彼岸を見る人々は配った。

（34）　白鳥と言われたのは（アートマンの）不滅（な状態）であり、また不動のもの（k后lastham）は

　　不滅（な状態）である。賢者は、その不滅なるものに達して、気息と再生を離れる。

［232章1（D．240章、　8768－8803，K。246章，　c£BLP，23636－68（pp．760－762））

ヴィヤーサは言った。

　（1）　よき息子よ、汝が質閥したので、ここで、ありのままに真実に従い、サーンキヤの論理と
　　　結びついたものを私は語った88。

　（2）　今やヨーガの実践（yogakξtya）をすべて汝に語ろう89。それを聞くべし。（それは）ブッディ

　　　とマナスの、そして感官の完全な集中であザ。、そして、瞑想している自己についての91こ

　　　の上なき認識である。

　（3）　それはすなわち、静まり、自制し、大我に精通し92、自己に歓喜し、目覚め93、清浄な行為

　　　を行う者によって知らるべきものである。

　（4）　詩人たちが、愛欲、怒り、食欲、恐怖、そして五番目として眠りの五種と知ったヨーガの妨げ

　　　（yogado§a）を断ち切った後94（知らるべきものである）。（C£MBh。XIX，289．11，Frauwa恥er［19531

　　　p．140．9－10）

　（5）　怒りは冷静さによって打ち勝ち、愛欲は、望みの排除によって打ち勝つべし。眠さは、意

　　　識に訴えることによって95、確固として断ち切るべし。

　（6）　堅忍によって男根と腹を守り、脅によって手足を守るべし。目と遡源を心（maqas）によっ
　　　て守り、そして心と言葉を行為によって96（守るべし）。

　（7）　正気によって恐怖を捨てるべし。英知を用いて貧欲を（捨てるべし）。このようにこれらヨー

　　　ガの妨げに常に怠りなく打ち勝つべし。

　（8）　諸々の祭火とバラモンとを讃えるべし。そして、神々を礼拝すべし。他人を傷つける97、

　　　暴力的でわがままな書葉を避けるべし。（C£MBh．X蕪227．9）

　85R　dlvyalp　hy　a【nμar【｝　　D．　divya置ぎ1毛aH1縫anl　　K．　divi　hy　amぞta叢n

86niyat・N．111y・t・’ca鋲・・1・b／CsMniyat・baddh・り／

87R　sarぎ｝≦rayCI，a　I）．，K．：sa【pcayella

　88232章vv．王一4，9－34はEdgcrto11の英；訳がある。σ三dgertonl19651　pp．270－273）

　89yogaの実践を主題とするこの章は、　Hopkinsが概賂を紹介し、関係する事柄に言及している。（c£Ropkins［王90U

pp．343－344，　Hopkllls［Great　Ep；cl　pp．107，120（brahma11とgu13a），141，£1≧3（sa1斌alpa），160（buddhi－sattva），181（五種の

欠点），王82（dh衰ral颪），　etc）

　90ekatva互n　　C：｝．　eka｛va正p　buddhiln亘建clj置vas由a瓢…In，　buddh｛vξttinirodha　iti　y五va庄！

　91R盃LnlaaO（ihy蕊yinaS　　I）．盃llnanO　Vy琶pi董ヨaS　　K．磁lnaヨ｝0’Vya江hinaS

　92R　adhyaはna‘τ1in亘　　Cs．　adhyほtnユa≦刊in温deh証t【na葦Tli署｝盃deh且tlnこiviveka｛飢pafC犀｝a／

93b・ddhCl・・C・．　b・ddh・・a　avl・・豆・臨亀1・・弓漁1烈／

　94王≧samucchidya　K．　samucchindya｛このge罫undのあと定動詞にあたるものがないので、前詩節のboddhavyaip

を補って理解した。Kはこの点を配慮してgerUIldに代えてop蝋iveを用いていると考えられる。
95・att…a甲seva輩療d　C・．・att…a・psev・11at　s・tt・・照b・ddhy亘・alrl・ev・脚P磁1・・am　a・th亘卿こe・a／

　96kar竃na鵬，証　　Cn．　karllla蓋3蕊y勾5盃din盃／

97駐ru蜘pD．，K．：u≦a旺撃
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　（9）　ブラフマンは、熱からなる精液であり98、この轍の一切はその精髄である。（この）唯一の

　　　存在から動くものと動かぬものの二種が生じた99。（CLHopkins［Grcat　EI）icl　p．主20）

　GO）　禅定、学習、布施、真実、董恥、正直、自制、清浄、食物の清浄、感宮の挿制、（αMBh．

　　　X叢L227．7ab，　Frauwallner［1953］pp．139440）

　（11）　これらによって、威光を増大し、罪を除く。その人のあらゆる爲的は達成され、認識はLoo高

　　　まる。（C髭MBh。XII．227．7cd）

　（12）　あらゆる生き物に対して等しく、得たもの得られぬもののままに（labd｝｝alabhdhc難a）生活

　　　し、罪を除き正α、精力に満ち、軽い食事をとり、感宮を抑怨し、欲望と怒りを支配して、ま

　　　さにブラフマンの境地を求めんとすべし102。（CLMBh．XH．227．8）

　（13）　心と感官とを注意深くして集中し、前夜と後夜に103、自ら心を保持すべし。（C圭㍉MBh．XIL

　　　242．4ab）

　（14）　五感をもつ者のいずれか一つの感官に隙ができる（chidram）と、皮袋の底から水が流れ出る

　　　ように、そこからこの者の英知は流れ出すlo4。（CLMBh．V33．65，　Ma【｝u　2．99，　Frauwallnerl更9531

　　　p．裏36．31－34）

　（15）　ヨーガを知る者は、まず最初に心（manas）を捕捉すべし。漁師が始末に悪い魚を正05（最初に捕

　　　えるように）。その後、葺を、その後、目を、舌を、鼻を（捕捉すべし）。（C細rauwa痴er［1953】

　　　p，137．7－8）

　（16）　それから行者は、それらを統御して心の中に静止せしむべし106。そして、願望を除いて、

　　　心を自己の中に保持すべし。

　（17）　行者は、五種（の感富）を、意識しで07集中し、心の中に静止せしむべし。心を六番爵と

　　　するこれら（感官）が、自己の中に108留まり、すべて静止して109、清澄になった時、その時、

　　　ブラフマンは輝く。

　（圭8）　煙なく輝く光のようにnO、輝く太陽のように、虚空における稲妻の火のように、（行者は）

　　　密己によってアートマンを見るm。そのとき、一切は一切において見られる。（アートマン
　　　の）遍在性の故に（v画）akatvat）。（C餌rauwa11Ωer［19531p．135．16－19）

　（圭9）　偉大な自己をもち、賢明にして、堅忍を保ち、偉大な英知をもち、あらゆる生き物の幸福

　　　に満足するバラモンたちは、それを見ることができる。（CtMBh．XH．242．7cd）

　（20）　限られた時間に（C£MBh．XfL232．30）n2このように行為しつつ、誓約を守り、秘密に一人鷹

　　　るならば、不滅との同一性に1B到るであろう。

　98≦ukra弩i　　N．蓉ukra…ぎi　b巧abh藏ξa裏罫pradhanarR

　99PL　ekasya　bh自tarp　bhUtasya　dvaya1ぎ聖sth護var毒a轟ga；naln　　D．　c【asya　bh轟ta1p　bhavitavya！罫〔圭ξ輿a！p　sth五var勾ahga韮11ain

K．etasya　s〔1trabh〔itasya　dvaya；罫s三二var勾ahgama芸糠　　Ca．　bh嚢［a；p　salyalぎ｝11a　tu　viv欲avま…din註m　ivasをltya鋒圭ノbh溢毛asya

siddh睦sy盈alp廷asya！
100
ﾓ㈱rl　Ca．v髄1・aτ｝LS…汰離蕊ralaksa監，a！τ塾／

10KRdh獣ap置Pm置　D．，K．：dh醸aP衰Pm蕊

1α2…｝inτ§cd　　Ca㌔ni茎…i溶et，　ll｛didhy護sanenccchet　l　　Cn．11i11了5ed　va≦…TkartLH匡瓢icchet／　　Cs．罵1iRτScd盗1冨n澄訂1a江n鼠1≦e§a｝3／

Io3勲pr互gr轟a7蕊Parar蕊㍑c鼻1　　D，，KL：P葭rvar羅㍑盗par蕊rdhc　ca

脳｝≧sravali　D．，K．：sravate　パラレルが見られるMBh．V33．65では動詞はsravatl、　M菰11u　2．99ではk影乱ratlと

なっている。
正05R　k“籍1了ll五1｝　　1）．，K．：ku11涯naI11　　Ca．　kumτn蚕職k苧udraulats蚕n　l　　C罵1．　kumTn蕊nj銭k段da11｝洩Lkξamam／　　Cp．（reading

㎏じ窪lan）k口n了蓋｝藍玉llti　gξhり三u1σξ三k郭11τ1衰II臓1sy議睡／1護賑y飢ha　up義ye鶏aikaci証a裂ayabadhn裂1三／

正06！11ai｝asi　sth盃payed　　Ca，韮nanasi　sthapayet　vl鋒yav垂mukh盗臨｝i　kury誕d　ity　arthaり／

K｝7R　p麟caj勲11ella　D．，K．：ひ麟celldriyヨ1，i　C＆。（ρa勇。幻漁11c韮1a）pa5caviSayalli§些hcnaj蚤嚢ncna1

正08P㌧K：c5tmani　D．　yathat一型11i

logsa叩sthまya　　Ca，　sa【psth盃ya　samyagr〔ipq葺亀恥aρζava1，atay議sthitv註／　　Cn．　salpsth盗ya内輪6aIp　pr盃pya／pras報anti

sa1Pkaip縛arp　k田u§ya弩峯ty勾anti　l　　Edgertoll［1965｝：s凱ndillg銭ロn　　r）e“sscn：zusa覧1玉！鶏e建｝gedr銭覧19重

1正。至㍉D．：dτp頃rcir　K：．　saμarck

11正Rpa§yaty　a糠巨nam註Iman恩　D．，K．：dξ忌ya｛c”しm盃taIhほtmani

112垂≠窒撃高奄狽＃lp穂1縫III　N．　parimka甲寧al，m護samatraip　t撮h護ca≦田li舞‘夢adbhlr　m蕊sais織yuk臓sya醸yayuk［asya

yogina摯1亘nanda辱para韮no　guhy盆捻sa韮nyagyoga辱玉〕r紐vartate’嚢呈／

113RakSar註s盃tmya〔五m　　D．，K．：akξaras盃【11ya綴【蓋…　Cn．（一s夏myIu盃in）sam撮aIp　l乙Lk§alユabhcd蕊bh駐vILrJ㍉svarIhe　Sya舞1
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114－

　avano
v茎＄ay置置准ararasきsv巨da｝3／

n5垂昼Qlbham　upasarg蚕i拶。蚕py　Ca．　pratibh蚕kavi1vo磁ar§a募／　C11．　sakala諏s球亘且habh蕊nam／　Deusse11：A韮｝飯Ue

vo龍葛ヒ鴫matUrlicher　RUcker孟搬｝eRmg　ulld　BesesseRhc｛t　Edgc拭oi1［19651：2pparl巨011s　and　supcrllaturai　appcarallces

正16勲sv護tma：まalva　D．，K．：a磁憲aRy　eva

u7P　tra1k灘yalぎ｝　D．，K．：traik創ye　CR．　traik置lye，　pr置ta13　p覇rvar巨tre　aparara＆re　ca／　Cp．　traik衰呈ye，　trikalanlrv互hye／

118R　go輿he　bh且⑩arlヨalla　iva　D，，K．：koS鐸｝e　bh勘⑫隙an乏iva　Ca．　go雛he　gosam5hasya搬adhye　yaIh五dugdhadl－

P薩rりab｝｝益ljφc　allekebhyo　gobhya　ek撮nanaζakS1tuf互1　cintayaty　ev撮n　anekopasa∫gap謎rゑhaIa韮n蕊t鐸…a裏a縫va竃n　ek置gra忌d諏一

tayet／

H9王≧撫ぎ亜tal！｝yukto　D．［a韮1圭ca　mu㎞o　K．　tat　tad　yukto

120癌bh給v勾eL　Ca．　na　pτ弓aye乱／　N．11註bh玲v毎en　lla　parigζ恥ly翫／parigra卜。　hi　duれkh護yety　ukteり／　Deussei1：Er

neh111e　keh≧en　al玉dcr且l　in　seille　Arlne，韮≧icht　ill　Vゾbnen，　V晒erkell　o（ier　Geda星1ke職　　Edgertonμ965」＝eInbrace

12LR，至）．：apav蚕dayet　　K．　abhiv亘daye監　　C飛．　apav嚢（iaye［ni1Kiet，　sv盃rLhe垣。／

…22sadh組m匿mHtarl≦va瞬Ca．　maこ・ri≦v且11・vaydきsadha厭s・1dぐ鋤／s柵spぐ蜘｝ap癖助9・瓢a幡了1・v盃／

正23駐，K：sarv護tma…・a毎D，　svasth衰tman的

124va噸vak興as　Ca．　va噸v　ak写§麟甑dr離sa罫；1k蜘瞬ayo　v匪／

125Hopkinsは、「サーンキヤは上位三種姓、ヨーガは女性とシュードラを対象にしている」というMak購ha
の注を引き、「この聖典はs】同一aのみに説かれるべきもの」というMBh、XII．238．15を取り上げ、この238章が

サーンキや説のごとき教義を説いているため、サーンキヤとヨーガの棚違の一つとして、教義の対象となる人々
の範囲の相違を指摘している。（C£Hopkills【GreaしEplcl　p．114）

126R　yad　il｝driy“lr　upal隷bhate婁｝aro’cal晦　D．，K：y認indrlya；rupこ江labheIa　lli≦calaiわ　D．，K．の「動き廻らぬ感官に

よって知覚される」という読みがわかりやすく、Edg戯oli［19651もこれに従っている。ここでは、　Rの1灘1driy雄

をupalabhaにではなく’calabにかけて理解した。
127R　yukta　D．鶏ukta毒素　K．　yukta叢n

（21）　（この間行者には）惑乱、混乱、嗅覚・穂覚・視覚における渦巻隅、さまざまな超自然現象、

　　僻覚と触感、冷と暖、風の形相（が生じる）。

（22）　ヨーガによって、幻影と錯乱とをu5経験しても（upasa単gξhya）、真理を知る者はそれらに

　　関心を払うことなく、まさに自分自身によつで圭6（それらを）停止すべし。

（23）　聖者は、（感宮を）制御し、三時に117ヨーガにおける実修を行うべし。山頂で、そして聖廟

　　で、木の先端で、行なうべし（yojayet）。

（24）　牛小盤の中で（牛乳で一杯の）器に響胴するようにi圭8感嘗の群れを統御し、常に集中して

　　思考すべし。ヨーガから心をそらしてはならない。

（25）　動き回る心を統御することができるような方法があれば、いかなる方法でも集中しで19そ

　　れに従うべし。そして、そこから逸脱してはならない。

（26）　心を一つに集中した考は、住むために、山の空っぽの洞穴や寺院や空家に行くべし。

（27）　（ヨーガ行者は）、他のものに対し、雷葉によっても、行為によっても、また心によって

　　も愛着をもってはならない監20。無関心を保ち、食：事を抑え、（釘かを）得ても得なくとも

　　（c£MBh．XII．232．12）等しくあるべし。

（28）　ある人が彼を称養したとしても、そして別の人が彼を非難したとしても12正、この両者に対

　　して等しくし、快不快を思ってはならない。

（29）　（何か）得ても喜ぶべきではなく、得られなくとも思い煩うべきではない（cintayet）。あらゆ

　　る生き物に鯨して等しく、風と同じように正22あるべし。

（30）　このように一切を自己とするL23聖者は、あらゆるところに等しさを見、六ヵ，月の間常に

　　集中し、音声のブラフマンを超える。（C£Mai重．　U．6．28，　Hopk撚［Grea磁p｛cl　pp，45，90．fh．2，

　　｝iopkins［1901】P．344，　fn．1，1｛aas［1922匪P．38，　No．693）

（31）　生き物が苦に落ちているのを見た後、土・石・金を等しく見て、この（ヨーガの）道に専念

　　する者は、迷って体止してはならない。

（32）　種姓から除かれた者正24、あるいはダルマを求める女というこの両者もまた、この（ヨーガ

　　の）道によって最高の境地に到るであろう125

（33）　不生にして古く、不老にして永遠なる、小さな者より小さく、大きな者より大きな、感官
　　によって動かされない人が知覚するものを126ものを、集中し127気力満つ者は、自己（のアー

　　トマソ）によって直観する。（C乳Frauwallner［19531　p．13520－24））

　　　　Ca．　まvar之。　v互tavik血a麺／uda∫alnal在d三崖1箕H皇avartaRa茎P‘a雌rasyaiva　bh∫al！｝a13ain圭va　v浸／　　Cp．　盃var芝o
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（34）　偉大な自己をもつ偉大な聖仙のこのことばは、心によって理解した後鵬ありのままに述べ

　　られた。（このことばを）熟慮して、最高者との同一性に129至るべしm。それは、賢者たちが
　　赴く生き物の帰趨13iである。

【233章］（D．241章、8804－8823，K．247章，　c£B津237．1－20（pp，762－763））

シュカは言った。

　（1）　ここに、「行為を行うべし」そして「行為を捨てるべし」というヴェーダの文章がある。
　　　（c£MBh，XH．234．3）知識（vidya）によっていかなる場所（di‘）に行くのか、行為によっていか

　　　なる品品に行くのかB2。

　（2）　まさしくそれを私は闘きたい。尊者は、私にそれを語れかし。しかし、それは、相互に異

　　　なる形において、対立している。

ビーシュマは言った。

　（3）　このように言われて、パラーシャラの息子は、彼の息子に答えた一行為と知識からなる

　　　この滅と不滅について語ろう。

（4）　知識によっていかなる場所に行くのか、そして行為によっていかなる場駈に行くのか。心

　　を集中して聞くべし、息子よ。なぜなら、その相違は知るのが園難であるから（gahvaram）。

（5）　「ダルマは存在する」と言われているのに、ここで「（ダルマは）存在しない」と書う人が

　　いるならば、私の立場はその人のと似たものとなろう。

（6）　ヴ澱一ダが基盤を置く次の二つの道がある。活動を特徴とするダルマと、停止において明
　　瞭に語られだ33（ダルマである）。

（7）　人は悩行為によって束縛されるが、しかし知識（vidya）によって解放される。それ故、彼

　　岸を見る行者たちは、行為を行わない。（C£Hopkins〔Great　Epic］p．玉61，fn。1）

（8）　（人は）行為によって、死後、形をもち、十六（の構成要素）を本性として135再生する。知

　　識によって、常に、不動を本性とする不動なものとしで36再生する。

（9）　しかし、大変に認識の不足したB7ある人々は、行為を称賛する。それ故、彼らは喜んで体

　　という罠に（deh姻舗）近づく。

（10）　しかし、最高の認識に達し、ダルマの完全さを見る人々はB8、行為を称賛しない。川で水

　　を飲む者が、井戸を称賛しないように監39。

128撮〕udζ≦ya　　C11．　anudτ話ya　g紐r縫vacana！n　anu忌abdato’r吐haIa忌ca　j行盃lv轟1

129駐parame輿his亘tinyat巨πp　　D．，K．：parame輿hls互mya【盃lp

正30Pl　ceyat　　D．，K．：ccHi｛iIP

正3IPI，K．＝ya1p　bhUtag撮ilp　　D．　c騒bh5tagathp　　Ca。（reading　c五bh〔itagaし量三∫1）abh〔itagaIi裏5疑a総v三支gatim／

gaI茎甲bhき1asa甲plavaparyanta韮｝圭1

B2233章w1－14，韮8，20は£dgerto11の英訳がある。（EdgcrIon［19651　pp．274275）

133P，D，：sub晦it曄K．　vyavas1hitaりCa．

ar〔h御ca　mawate，　Iac　cilltyam／
正鱗鰍≠撃撃拍u

ton【壼965茎＝acrcature

N．蕊b韮｝Uta一

（readlng　sva臨vitah＞svabh五vitaいvaya峯照主ayokla　ity　eke　p温lham

Johllsto臓はここでのjalltuの用例を」了vaとの関連で言及している。（C£∫oh韮｝sto韮｝［1937］p．46）Edger一

B5（「16の構成要素からなる人」は、　Pra611a　U6．1－2（Soφa歪akala　purし韮sa），　Bτhad　U　1．5．14－15（「第隻6番呂の部

分が恒欝なもの、アートマン（養甑aivasya苧。⑫蕊kal且）」），　Ch蕊nd．　U．6フ（§⑩a≦akala　puru＄a），などに見られる。

（C£Haas【玉9221ρ．29，　No501，歪｛opkhlslGreat　Eplcl　p．168）

136R　avyayo　hy　avyayatlllak頭　D．　avyakla【p　hy　avyay五tmakam　K．　avyayo　hy　a麺a融naka穏　D．とKの読みは

それぞれ、Rのようにavyayaが2回繰り返されるのを回避したものか。
137狭svalpabuddhitar盃　D．　svalpabuddhira甑　　K．　svalpabuddhitay駐

138dharτnallaipu臨｝yad三1r蕊naり　　Cs．　dharH】ayo｝｝pravζ｛tinivζ儀ir嚢payor　llaipu：3yaIp　sar罫s謎ra峯）rada殺a韮nok騨pra〔重a－11a蓉akti－

tvar罫，　tat　pa6yan匙aり1

139kOpa甲nady護叩plbaml　iva　　Dcussen：wie（icr　aus　dem　F沁sse　Tri臓ke韮ヨde　nicht　de聡Bru韮｝ne塁｝　Edgerωn：as　oIle

drinking垂韮｝ariver（d㏄s　not　care　for）awell
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（11）　入は、行為の結果として、快と苦、有と無（再：生と死）とを得る。知識によって得るのは、

　　そこに劉つた後悲しまないことである。

（12）　そこに到れば死ぬことはなく、そこに到れば再生することなく、そこに到れば老いること
　　なく圏、そこに到れば成長することはない。（C£HopklBS［Grea戯ρicl　p．88，　fn3）

（13）　そこはかの最高のブラフマンであり、顕現せず、老いず、永遠にして、妨げなく、疲れな
　　く、不死にして回離れることなき（aviyogin）ものである。

（14）　そこでは、入々は（快と苦など）対立するものによって苦しむことなく、精神的行為によっ

　　てもi42（苦しむことなはい）。（人々は）あらゆる面で等しく、親切で、あらゆる生き物の幸福

　　に喜ぶ。

（15）　知識からなる人は、息子よ、行為からなる入とは異なる。（同一の）月は、新月では微細な
　　部分として（別の様態で）存在すると知るべし【43。（C£MBh．X簸．293．4）

（16）　このように聖仙によって露詳細に言われたことは（c£Hopki鳶s【Great　Epicl　p．26）、天空にね

　　じれた糸のような凝たに生まれた月を見た後に、推理することができる。

（17）　十一の変異145を本質とし、部分の集合から形成されたものはM、「形あるもの（身体）」

　　と言われる。それは、息子よ、行為と属性を本質とする（ka㎜ag噸tmaka）と知るべレ47。

　　（CLMBhJIL20329ab，夏｛opkins［Great　Eplcl　p，37）

（18）　あたかも蓮の花の上の水滴のように、そこ（形あるもの窟身体）に住む神を、（行為の）棄溜

　　によって得・られた本性をもつ粥恒常なる知照者と知るべし。（C£MBhJIL203．1，Xm　80．24ab，

　　HopkiRS£Great　Epicl　P，37）

（19）　タマス、ラジャス、サットヴァを偲我⑪・a）の属性であると知れ。個我をアートマンの属性と

　　知れ。アートマンを最高のアートマンの（属性と知れ）。（C£MBh．XII．180．24cd，Jo｝mstorユ［19371

　　PP44－45）

（20）　個我の属性は意識を伴っており149、それが動き、一切を動かすと玉50、（人々は）語る。七

　　つの世界を活動させたのは固それよりも高次のものであると、地を知る人々はk52語る。
　　（αMBh．茎王1．203．33，　XIL18025，IJopki盤s［Grcat　Epicl　p．38）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（200〔〕イ｝こ9／」251i　　・受玉里）

140P．韮｝ajTryate　yaIra　gatv＝…　　D．…｝aρunarj衰ya症e　yatra

更41R，K＝准m｛ta甲　　D．　avyakta！P

L42H1衰nasella　ca　k照｝業a順N．　m謎nascna　ca　k謎m罐Sa言1頗毘…／

143K．は次の行を挿入して三行詩としている。

　　　　　　vidy議Hlaya裏p　talp　puru寧a…P　nltya！pj醒譲崖1agu】，atillakξ1111／

144 ﾌ§ip蕊　　Ca．ζ婁i署，a　vcden＆　　Cn．　bξh農d衰rapyaka（隻，5．14）dar雪in盃y勇fIava汰eye冨｝a／

145ek註da§avlka勲ll巨Ca．　bh漁1細伽driy諏i　ity　ekほda雪avik嚢r砺／

漸Duesse11は、　aus　der　Zusほmmc訂1setzung　vodセilen　gebildetc入tma茎｝とし、身体は、アートマンの様態と捉えて

いるようである。

147K．は次に以下の詩飾を挿入している。

　　　　　　tas！11in　ya歪｝salPsこhito　hy　agn茎r　n疑ya彗｝sth～ily琶聾｝ivahi雛i）／

　　　　　　盃tmallaip　tar茎｝v填1油i　ni【yalp　ty荘9ゆ1諏1mと至ka置！1／

148Pty員gajk飢makHm　　D．，K．＝yo9磁醸t【｝韮akaIn　H（＞pkills［Gre三圭I　I3pic】（αema1）bu［overcomeby　its且ssQciation　D，

では、汀知躍者は恒常な存在であるが、仮の姿として物質徴界と関連をもつ」と理解される。Rの一五は、ヂ知

闘者は恒常な存在であるため、行為の棄却をその本質としているユということか。蓮の花と水滴の比喩の意味
は、「結合していても相互に影響を受けない」ということであるから、R，D．の読みはともに可能であろう。
正4gsacc監a員al茎｝」τvagu監3alp　　Cn．」τvag田，a弩1」Tvag田，cna　ca疑anycna　yu｝二Iar貸／　　Cv、」三vagu婆ヌa羅｝acct田1a董ll　sv艮聖1i腿ha－

c且ita…圭yasy護pi　pIぼnl五dh了natva（圭acαallam　iv註Jlvag田3a甲vad三i雌i／

1蜜〕P，K．：ce輿ayate　D．jτvayate

15LR萎）r議var亀ayad　　D．，Kl．：prak母正Payad

里52kS・毛r・vid・Dcusse婁｝：die　Kenne・des　Kshet・癩｝飯量ge・t・n・K11・we㈱f〔he　Fl・ld


